

























































































































































































































祝島は、現在、人口 450 人ぐらいで周囲 12kmしかない小さな離島ですが、少
022 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2014』
なくとも、「うちの島には、これだけ
のすばらしいものがある。これだけの
魅力的な人間がいる」と胸を張って言
えます。島の人たちと一緒に、原発と
いうあまりにも巨大なリスクと引き換
えに巨大なリターンを求めるのではな
く、自分の目の前にあるこれだけの豊
かさを元手に、隣人と協力していけば
いいのです。少なくとも飯は食ってい
けるし、後悔するような生き方はしな
いと、自信をもって言えます。
こう考えてみると、脱原発の地域づくりというのは、自分たちの地域が持って
いる特徴と魅力を、自ら進んで見つけてつくり出していくものです。それを多角
的にきちんと検証した上で、磨いていって、そして発信していくという、当たり
前の作業だと思います。
日本中の多くの地域では、原発の巨額の助成金に頼らず、厳しくても地域の活
性化をめざして頑張っているわけです。その上で、一つの自治体の力だけで乗り
越えられないような問題が多いので、ほかの自治体や外の人たちの協力と応援を
仰ぎながら、ちょっとずつでも前に進んでいこうという姿勢を示すのが大事なの
ではないかと思います。私はこれからもずっとそう考えながら島で生きていきま
す。
［やまと  たかし］
上映会＆シンポジウム：ポスト原発時代を生きる ── 023
上関原発予定地の田ノ浦湾から見た祝島。前景には祝島の抗議船。
